
堀江ひろ子氏による記念講演

第６回全国山菜文化産業祭
　「全国山菜文化産業祭」は、全国各地で山菜振興に取り組んでいる関係者が情報・

技術の交換を行い、今後の山菜文化産業を展望するとともに、一般の方々にも山菜

に関する理解を深めてもらうことを目的として開催されています。

　今年は、６月６・７日の両日にわたって、岩手県西
にし

和
わ が

賀町で行われました。

地元の山菜の達人（小田島薫氏）の講話

西和賀町で採取される山菜

シンポジウムでのパネラーの皆様 町文化創造館での会場風景
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今
年
で
６
回
目
と
な
る「
全
国
山
菜
文
化

産
業
祭
」。
開
催
地
の
岩
手
県
西
和
賀
町
は
、

県
西
部
に
位
置
し
て
お
り
、
奥
羽
山
脈
を
源

流
と
す
る
和
賀
川
が
南
北
に
貫
き
、
山
林

が
８
割
を
占
め
る
緑
豊
か
な
地
域
で
す
。
豪

雪
地
帯
で
す
が
、
春
の
雪
融
け
を
待
っ
て

ワ
ラ
ビ
、
ゼ
ン
マ
イ
、
シ
ド
ケ
、
フ
キ
、
ミ

ズ
、
ウ
ド
な
ど
豊
富
な
山
の
恵
み
が
収
穫

で
き
る
町
で
す
。
特
に
、
ア
ク
の
少
な
い
ト

ロ
ッ
と
し
た
食
感
が
人
気
の
西
和
賀
町
産
ワ

ラ
ビ
は
昨
年
12
月
に「
西
ワ
ラ
ビ
」と
し
て
商

標
登
録
さ
れ
、
ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
販
売
に
力

を
入
れ
て
い
る
町
で
も
あ
り
ま
す
。

■

　

町
文
化
創
造
館
を
中
心
に
開
催
さ
れ
た

産
業
祭
は
、
初
日
、
料
理
研
究
家
の
堀
江
ひ

ろ
子
氏
が「
山
菜
加
工
品
を
利
用
し
た
家
庭

料
理
に
つ
い
て
」と
題
し
て
記
念
講
演
を
行

い
ま
し
た
。
堀
江
氏
は
、
西
和
賀
町
で
販
売

さ
れ
て
い
る
山
菜
加
工
品
を
使
っ
た
家
庭
料

理
の
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
な
が
ら
、「
山
菜
は

和
食
に
」と
い
う
固
定
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、

和
食
以
外
に
若
い
人
も
な
じ
み
や
す
い
用

途
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、「
山
菜
に
付
加
価
値
を
付
け

て　

い
か
に
消
費
に
つ
な
げ
る
か
」と
い
う

テ
ー
マ
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
か
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
ラ
ー
に

は
生
産

か
ら
消

費
に
至
る
各

方
面
か
ら
５
人
を

招
き
、
地
元
わ
ら
び
生
産

者
の
湯
澤
正
氏
、
地
元
産
業
公
社
の
藤
原

勝
氏
、
山
菜
加
工
会
社（
山
形
県
）の
奥
山
茂

智
氏
、
い
わ
て
生
協
の
角
田
信
子
氏
、
中

華
料
理
店（
東
京
都
）の
久
保
木
武
行
氏
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら“
付
加
価
値
の
付
い

た
山
菜
へ
の
想
い
”を
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、

パ
ネ
ラ
ー
か
ら
消
費
者
に
対
す
る「
山
菜
の

調
理
方
法
等
の
情
報
発
信
」、
料
理
関
係
者

に
対
す
る「
西
ワ
ラ
ビ
な

ど
の
特
性
を
伝
え

る
」こ
と
な
ど

消
費
拡

大
に
向

け
た
具
体
的

な
取
組
が
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
７
日
は
西
和
賀
町
の
山
菜
栽
培
の
達

人
・
小
田
島
薫
氏
が「
山
菜
栽
培
と
里
山

保
全
に
関
す
る
お
話
」を
テ
ー
マ
に
講
話
を

行
い
ま
し
た
。
小
田
島
氏
の
山
菜
栽
培
は
、

平
成
７
年
か
ら
転
作
の
一
環
と
し
て
、
ゼ
ン

マ
イ
を
山
採
り
苗
か
ら
栽
培
し
た
の
が
最

初
で
す
。
平
成
13
年
か
ら
は
町
長
の
要
請

に
よ
り
ワ
ラ
ビ
栽
培
に
も
取
り
組
み
、
西
和

賀
町
に
お
け
る
山
菜
栽
培
の
先
駆
者
と
し

て
栽
培
地
の
排
水
方
法
や
施
肥
の
時
期
を

独
自
に
研
究
し
て
き
た
こ
と
や
里
山
の
ス
ギ

林
内
を
利
用
し
て
山
菜
を
栽
培
す
る
こ
と

に
よ
り
、
里
山
の
保
全
に
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
が
披
露
さ
れ
、
会
場
か
ら
の
質
問
も

多
数
出
る
な
ど
関
心
の
高
さ
が
伺
わ
れ
ま

し
た
。

  

会
場
を
町
内
に
あ
る
耕
作
放
棄
地
を
利
用

し
た
ワ
ラ
ビ
園
に
移
し
、
採
取
を
体
験
し
て

２
日
間
の
日
程
を
終
え
た
今
年
の
産
業
祭

は
、
全
国
か
ら
約
２
２
０
名
の
参
加
を
得

て
、
山
菜
文
化
の
伝
承
と
振
興
に
向
け
た

取
組
に
つ
い
て
の
活
発
な
情
報
交
換
が
行

わ
れ
る
な
ど
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し

た
。

商標登録されている「西わらび」

山
菜
に
付
加
価
値
を
付
け
て
消
費
者
へ

ワラビ園での採取体験
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